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昭和50年10月15日 

印 刷 日刊民友新聞社 

市 の 人 口 	男25,053人 	世帯数 13,748世帯 

51 ,876人 	女26,823人 	（昭和50年 9月1日現在）住民基本台帳から 

十
月
三
日
（
 

金
）
晴
 

地
元
県
議
と

密
接
な
連
絡
を

と
り
な
が
ら
職

業
訓
練
短
期
大
 

“
宇校
誘
致
の
陳
 

情
書
を
十
月
四
日
か
ら
の
県
議

会
に
提
出
の
た
め
、
原
本
ほ
か

六
〇
部
を
持
参
し
て
十
時
県
議

会
事
務
局
に
出
向

い
た
が
、
受

付
し
た
調
査
課
長
は
私
の
県
議

時
代
か
ら
議
ヘ
ム
ー
筋
で
勤
め
て

来
た
山
上
さ
ん
で
あ
っ
た
。
引

続
き
藤
内
職
業
訓
練
課
長
に
ご

報
告
し
て
後
、
明
年
度
市
に
建

設
予
定
の
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム

の
予
算
獲
得
に

つ
い
で
五
十

一

年
度
の
県
の
重
点
施
策
に
も
り

こ
む
よ
う
労
政
課
に
陳
情
。
お

わ
っ
て
河
川
課
に
ま
わ
り
来
青

予
定
の
小
坂
東
北
地
建
河
川
部

長
の
日
程
を
打
Aロ
せ
し
て
か
ら

別
館
六
階
に
移
っ
た
環
境
衛
生

課
に
行
き
佐
々
木
課
長
に
会
い

西
北
五
衛
生
処
理
組
合
北
部
衛

生
セ
ン
タ

ー
建
設
に
関
連
す
る

放
流
水
の
問
題
等
に

つ
い
て
経

過
の
説
明
と
今
後
の
方
針
を
打
 

Aロ
せ
た
。
 

十
一
時
に
は
日
銀
考
査
役
に

栄
転
を
報
ぜ
ら
れ
た
武
井
正
直

青
森
支
店
長
に
金
融
引
締
め
、
 

総
需
要
抑
制
下
に
実
現
し
た
五

所
川
原
駅
舎
の
建
設
予
算
に

つ

い
て
の
ご
高
配
を
謝
し
、
駅
舎

の
着
工
の
間
近

い
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
た
ら
非
常
な
よ
ろ
こ
び

よ
う
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
に
融

資
を
担
当
さ
れ
た
青
森
銀
行
本
 
 

店
に
行
き
同
様
お
札
を
申
し
あ

げ
、
種
々
懇
談
し
た
。
二
時
十

五
分
帰
庁
し
た
ら
も
う
小
坂
河

川
部
長
が
来
庁
し
て
い
て
ま
っ

た
く
恐
縮
。
聞
け
ぱ
県
に
寄
ら

ず
ま
っ
す
ぐ
に
五
所
川
原
へ
お

出
に
な
っ
た
と
い
う
。
来
る
十

三
日
仙
台
で
東
北
直
轄
河
川
治

水
期
成
同
盟
連
Aロ
会
を
組
織
発

足
す
る
た
め
の
打
Aロ
せ
で
あ
る

が
、
岩
木
川
を
含
め
二
十
四
本

の
直
轄
河
川
改
修
の
予
算
獲
得

に
勇
断
を
も
っ
て
一
歩
ふ
み
出

し
た
感
じ
で
あ
る
。
昨
年
五
月

三
十
一
日
岩
木
川
河
川
公
園
起

工
式
に
、
当
時
小
坂
建
設
省
都

市
河
川
対
策
室
長
と
し
て
来
五

し
、
井
上
孝
地
建
局
長
等
と
と

も
に
鍬
入
式
等
を
行
っ
た
盛
儀

を
語
り
A口
っ
た
。
 

三
時
五
農
ス
キ
ー
部
泉
谷
久

昭
部
長
等
と
合
宿
所
建
設
に

つ

い
て
懇
談
後
、
三
浦
相
互
銀
行

五
所
川
原
支
店
長
」
ロ
田
次
長
と

会
い
、続
い
て
塚
本
中
里
町
長
（
 

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
小
委
員
会

委
員
長
）
逆
瀬
川
事
務
局
長
と

放
流
水
工
事
に

つ
い
て
打
合
せ
、
 

終
っ
て
市
の
五
十
年
度
事
業
実

施
の
総
点
検
と
総
括
の
た
め
、
 

昨
日
来
実
施
し
て
来
た
全
職
員

を
対
象
と
し
た
ひ
と
り
一
人
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
続
行
、
六
時
過

ぎ
津
軽
の
風
物
詩
な
ら
ぬ
稲
藁

ス
モ
ッ
グ
の
え
が
ら
っ
ぽ
い
夜

の
街
を
ひ
と
り
帰
る
。
 

広にhかわら 

蜂
 



市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

市
政
に

つ
い
て
の

行
事
や
予
定
は
 

で
ん
わ
 
⑤4321番 

◇
功
 
労
 
者
 

1二
上
昭
二
氏
（

4
8)
 

市
内
布
屋
町
四

一
 

昭
和
二
十
四
年
以
来
、
二
十

六
年
間
の
な
が
き
に
わ
た
り
、
 

市
体
協
理
事
長
と
し
て
ス
ポ

ー
 

ッ
振
興
に

つ
く
さ
れ
た
。
 

現
在
、
市
ス
ポ
ー
ッ
振
興
審

議
会
委
員
、
市
立
三
道
会
館
運

営
委
員
、
県
体
協
理
事
、
市
体

協
理
事
の
要
職
に
あ
り
ま
す
。
 

野
呂
さ
ん
ら
 

ニ
十
五
人
 

◇
個
人
 

◇
陸
上
競
技
 
野
呂
宗
子
（
 

錦
町
、
五
一
中
）
工
藤
真
裕
（
 

上
平
井
町
、
五
高
）
小
田
桐
京

子
（
福
山
、
七
和
高
）
三
上
倫

生

（栄
町
、
五
H
高
）
藤
森
俊

彦
（
鎌
谷
町
、
木
造
高
）
川
浪

徹
（
末
広
町
、
日
体
大
）
小
田

桐
匡
孝
（
栄
町
、
五
工
高
）
駒

形
昭
吉

（湊
、
五
工
高
）
細
田
進
 

（栄
町
、
五
農
高
）
 

◇
柔
道
 
豊
島
弘
文
（
柳
町
、
 

五
農
高
）
小
野
京
一
 
（
一
野坪
、
 

市
役
所
）
川
浪
佑
攻
（
新
宮
、
 

五
農
高
）
 

◇
相
撲
 
村
元
真
人
（
蓮
沼
、
 

五
一
中
）
棟
方
修
新
（
幾
世
森
、
 

市
教
委
）
 

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
長
内
美

智
子

（
松
野
木
、
青
森
西
高
）
 

◇
弓
道
 
工
藤
昭
子

（
田
町
、
 

鶴
又
薬
品
）
 

◇
剣
道
 
藤
本
克
弘

（
蓮沼
、
 

木
造
高
）
渋
谷
真
紀
子

（
吹畑
、
 

青
商
高
）
 

◇
水
泳
 
成
田
和
三
郎
（
藻

川
、
藻
川
小
）
小
野
善
敬
（
藻
 

川
、
藻
川
小
）
間
山
至
浩
（
雛

田
、
五
一
中
）
工
藤
育
子

（中

平
井
町
、
五
一

中
）
 

◇
山
岳
 
野
呂
純
弘

（末
広

町
、
五
工
高
）
 

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
田
中
幸

嗣
（
吹
畑
、
弘
工
高
）
三
橋
栄

三
郎
（
湊
、
弘
工
高
）
 

全
国
優
勝
の

五
農
高
相
撲
部
も

◇
団
体
 

◇
相
撲
 
五
所
川
原
農
林
高

校
相
撲
部
 

◇
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
 
七
和
高

校
女
子
排
球
部
、
五
所
川
原
ク

ラ
ブ

ー
般
女
子
、
菊
ケ
丘
ク
ラ

ブ
 

◇
剣
道
 
五
所
川
原
警
察
署

剣
道
部
 

◇
陸
上
競
技
 
七
和
高
校
男

子
四
百
冒
リ
レ
ー
チ
ー
ム
 

◇
庭
球
 
七
和
高

校
女
子
軟

式
庭
球
部
 

◇
重
量
拳
げ
 
五
所
川
原
工

業
高
校
重
量
拳
部
 

◇
銃
剣
道
 
五
所
川
原
銃
剣

道
協
会
 

高
満
タ
力
さ
ん

十
万
円
寄
贈
 

市
内
川
端
町
の
元
市
議
会
議

員
高
満
タ
カ
さ
ん
は
、
こ
の
ほ

ど
議
員
退
任
を
記
念
し
て
市
教

育
振
興
会
に
現
金
五
万
円
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
五
万
円
を
 

そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

社
会
福
祉
協
支

部
で
三
万
円
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
第
一
支

部
で
は
、
こ
の
ほ
ど
「
ひ
ま
わ

り
児
童
館
」
に
遊
具
代
と
し
て

現
金
三
万
円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

市
民

遠
足
会
 

△
十
月
十
九
日
（
日
）
午
前

九
時
（
お
ま
つ
り
広
場
集
合
）
 

△
行
先
市

内
神
山
、
長
者
森
 

部
保
信
、
川
浪
直
治
 

◇
経
済
常
任
委
員
会
 

▽
委
員
長
 
石
岡
貢
▽
副
委

員
長
 
石
岡
彦
永
門
▽
委
員

小
野
仁
太
郎
、
三
上
理
、
福
士

孝
一
、
成
田
守
 

◇
民
生
常
任
委
員
会
 

▽
委
員
長
 
鳴
海
真
一
▽
副

委
員
長
 
平
山
洗

一
▽
委
員
 

渋
谷
守
夫
、
泉
谷
正
志
、
鶴
谷
 

委
員
長
 
船
水
信
一
▽
委
員
 

前
田
義
則
、
寺
田
義
雄
、
葛
西

収
三
、
奈
良
清
作
 

（
敬称
略
）
 

三上昭ニ氏 

議員バッジをつけてもらう新議員たち 

改
選
後
初
の
市
議
会
臨
時
議
会
は
、
さ
る
十
月

一
日
お
こ
な
わ
れ
、
市
議
会
議
長
に
福
士
孝
一
氏
 

（
五
九
）
副
議
長
に
渋
谷
守
夫
氏
（
四
六
）
を
そ

れ
ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
委
員
を
次
の
と
お
り
選

任
し
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
年
の
「
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
」
に
、
功
労
賞

一

人
と
個
人
二
十
五
人
、
団
体
九
団
体
（
八
二
人
）
が
決

ま
り
、
十
月
十
日
「
体
育
の
日
」
午
前
十
時
か
ら
市
民

文
化
会
館
で
表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

「市
ス
ポ
ー
ッ
賞
」
は
、
さ
る
四
十
七
年
に
制
定
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
七
人
の
功
労
者
と
個
人
五
十
人
、
三
十

二
団
体
（
三
四
七
人
）
が
受
賞
し
で
い
ま
す
。
 

ス
ポ
ー
ッ
振
興
に
尽
力
 

◇
総
務
常
任
委
員
会
 

▽
委
員
長
 
高
橋
清
徳
▽
 

福
士
孝
一
氏
 

副
委
員
長
 
神
暗
二
郎
▽
委
員
敏

雄
、
小
野
豊
四
郎
 

吉
岡
良
三
、
川
浪
重
次
郎
、
阿
 
◇
建

設
常
任
委
員
会
 

渋
谷
守
夫
氏
 
▽
委

員
長
 
山
口
徳
二
▽
副
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投
手
の
投
球
は
、

下
手

投
げ

で
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
 

ラ
ン
ナ
ー
は
、
投
手
の

手
か
ら
ボ
ー
ル
が
離
れ
な

い
う

ち
に
塁
を
は
な
れ

る
と
ア
ウ
ト

に
な
る
。
 

捕
手
か

ら
ボ
ー
ル
を
う

け
と
っ
た
投
手
は
、

二
十
秒
以

内
に
投

球
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
 

投
手
は
、

ど
ん
な
モ

ー
 

ン
ョ
ン
で
投
げ

て
も
よ
い
。

そ
 

×
 
×
 
x
 
×
 
×
 
×
 ×
 
×
 
×
 
×
 

一
国体
た
ま
写
一
 

》

x
×
 x
ト
メ
メ
ー
メ
ー
 、
“
 

の
た
め

い
ろ
い
ろ
な
モ
ー
シ

ョ

ン
の
投
手
が
み
ら
れ
る
の
も
ー
 

つ
の
た
の
し

み
で
あ
る
。
 

そ
の
細
い
こ

と
は
い

ろ

い
ろ
あ
る
が
、
あ
と
は
野
球

と

同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

投

手
に
特
に

き
び
し
い
の
は
、

ラ
 

、
ノナ

ー
の
 
「け
ん
せ
い
」
が

必

要
な
い
か

ら
で
あ
り
、
来
年

五

月
二
十

八
日
か
ら
三
日
間
に
わ

た
っ

て
全
日
本
実
業
団
女
子

ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
北
斗
グ

ラ

ウ
ン
ド

で
行
わ
れ

る
の
で

み
て

ほ
し

い
。
 

No.7 

野球と違う 

ソフトボール 

市
の
「
第
一
回
市
民
ォ
  

エ
 

スタートする参加者 

7E
《
』俣E
噂
」埋
ン堤
、
病
 

黙
J散
『」
三
 

こ
と
し
も
ま
た
、

わ
ら
焼
き

の
煙
の
た
め
、

交
通
に
支
障
を

き
た
し

た
り
、
目
や

の
ど
を
痛

め
る
人
が

続
出
し

て
い
ま
す
。
 

わ
ら
焼
き

の
煙
の
た
め
、

被

害
を
受
け

て
い
る
人
の
こ

と
を

考
え
、

わ
ら
は
、

た
い
肥
や

わ
 
 

ら

J
ロ
mな
ど
に

利
用
す
る
よ
う

農
家
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お

願

い
し
ま
す
。
 

▽
上
の
図
は
、
当
市
に
お

け

る
昨
年
度
の
わ
ら

の
利
用
状
況

で
す
が
、

こ
の
図
か
ら
も
お
解

り
の
と
お

り
、
当
市

で
は
全
体

の
六
四
％

も
の
わ
ら
が
煙
に
な

っ
て
い
る
わ
け

で
、
年
問
に
焼

か
れ
る
量
は

二
万
六
千
与
に

も

お
よ
ぶ
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

▽
た
い
肥
を

入
れ
な
い
土
壌

は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ

う
か
。
 

化
学
肥

料
と
農
薬
だ
け
に
頼
 

ン
テ
ー
リ
ン
グ

普
及
大
会
」
が
、
 

秋
晴
れ

の
九
月
二
十
八
日
、
神

山
の
津
軽

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
 

に
家
族
連
れ
な
ど
百
人
の
市
民

が
参
加
し

て
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
 

ゲ
ー
ム
に
先
立
ち
簡
単
な
注

意
と
講
習
会

の
あ
と
、
参
加
者

は
、
そ
れ
ぞ

れ
地
図
と
コ
ン
パ

ス
を
手
に
さ
っ
そ
く
競
技
開
始
、
 

仲
間
ど

う
し
互

い
に
相
談
し
合

い
な
が
ら
「
あ
っ
ち
か
な
、

こ

っ
ち
か
な
」
 
と
六キ
ロの
コ
ー
ス

を
六
カ
所

の
ポ
イ
ン
ト
を
探
し

な
が
ら
山
の
中
を
歩
き
秋
日
和

の
一
日
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
 
 

り
、
右
機

1
1を
無
視
し

た
農
業

を
続
け

て
い
く
と
、

や
が

て
土

は
ヤ
セ
衰
え
、

肥
も
ち
が
悪
く

な
り
、

そ
の
た

め
収
量
は

だ
ん

だ
ん
落
ち

込
み
、
冷
害
や
干
害

に
弱
く
、
品
質
や
味
の
悪
い
米

よ
り
と
れ
な
く
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま

す
。
 

▽
こ
れ
は
、
化
学
肥
料

の
な

か
に
た
い
肥
の
よ
う
に
土
壌
を

自
然
に
肥
や

す
有
機
質
が
含
ま

れ
て
い
な
い
か

ら
で
す
。
 

農
業
の
基

本
は
、

土
づ
く
り

に
あ
る
こ

と
を
忘
れ
ず
、
土
か
 
 

ら
と
れ
た
も
の
は

土
に
返
す
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
 

共
同
募
金
に
 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
 

共
同
募
金
は
、

こ
と
し
も
十

月
一
日
か
ら

全
国

一
斉
に
お
こ

な
わ
れ

て
い
ま
す
が
、

早
く
も

大
口
募
金
者
、
完
了
分

区
（
町

内
）
が

あ
り
ま
し

た
。
 

大
口
募
金
者
、

新
町
岩
谷
一
正

五
万
円
完
了
分
区

（
町
内
）
、
 

七
分
区
（

町
内
）
 

止
（同
募
金
運
動
は
、

ト
月
 

十

一
日
ま
で
で

す
の
で
ご

協
力

を
お
願

い
し
ま
す
。
 

川
は
ヤ

セ
衰
え

て
い
ま

す
 

わ
ら
は
焼
か
な
い
て
土
に
返
し
ま
し
ょ
う
 

議 
かとx  

麟 

住宅の種類及び入居資格 
種 別I 構 造 規 	模 剛

  
入 	居 	者 	資 	格 

1 	樹 

一般住宅 

簡 耐 

二階建 

1階6丁、 4, 5台所 

浴室兼物置 

2階6丁押入 

4丁押入 

14F 

(1）市内に住居又は、勤務場所を

有し、同居親族のあるもの（ 

婚約者を含む） 

(2柱宅に困窮している者 

(3）市税等の滞納していない者 

(4政令で定める収入基準である

者 

2 	樹 

母子住宅 

簡耐 

二階建 

1階台所兼居間 4.5丁 
浴室物置 2階6丁押入、 

4丁押入 
16戸 

(1配偶者のない女子で現に児童 

~を扶養し住宅に困っている者 

2 	種 

老人住宅 

簡 耐I 

平家建 

6丁、 6丁押入 

台所、浴室兼物置 

8戸 

(1(65才以上の老人とその親族

である叩才以上の配偶者及び児

童で構成している世帯で現に住

宅に困っている者 

50年度市営住宅入居者募集 
市では下記要項により市営住宅の入居者を募集いたします。 

▽建設場所 	 新宮団地（五所川原市大字長橋字橋元） 

▽種類及び入居資格 下記のとおり 

▽募集期間 	 11月1口（土）から11月15日（土）まで

ただし土曜日の午後日曜日は受付いたし

ません。 

▽入居者の選考 市営住宅管理条例第 8条の規定により実

熊調査を行ない市営住宅入居者選考委員

会に図って決定します。 
▽入居予定年月日 12月25日（予定） 

▽住宅使用半斗 	一般市営住宅第 1 種簡耐ニ階建12,000円 

（予定） 

特定目的住宅第 2種簡耐二階建9,000 円 

（予定） 簡耐平家建9,000 円（予定） 

▽政令で定める収 第 1 種 収入基準月収36,000円以上65,0 

入基準 

	

	 00円以下 第2種 収入基準月収36,000 

円以下 

第 1種の場合※〔標準世帯（ 4人一うち扶養親族数 3人） 

の給料所得者の年収1,656,000円以上2,151, 

999 円以下〕 

なお、これまで空家住宅入居申込書を提出された方でも新

規募集でありますから新規に申込みください。 

▽申込先 

	

	市窓口サービス課市民係（電話 5局2111番 

内線274 番） 
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ー豊かなくらしと住みよいコ 
郵便貯金月間 	 ~ 

	社会をつくる 	― 

硬
雛
多
り
露
綴
 

拷
必
で
 
敏
脇
留
 

あ
．
げ
よ
う
み
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
で
は
、
 

今
年
度
も
松
島
団
地
、
 ー
ッ
谷
、
 

鎌
谷
町
、
飯
詰
な
ど
の
線
路
増

設
工
事
を
お
こ
な
っ
て
お
り
十

一
月
末
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。
 

こ
の
工
事
が
完
成
し
ま
す
と

市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
電

話
が
架
設
で
き
る
よ
う
に
な
り
 

五
所
川
原
警
察
署
と
五
所
川

原
地
区
防
犯
協
会
で
は
、
十
月

一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の

ー
 

カ
月
間
、
盗
難
の
予
防
な
ど
を
 
 

生
活

環
境
 

パ
ト

ロ
ー
ル
本
部
 

4
 

住
み
よ
い
 

わ

4
1
 

環
境
づく
り
に
ん
H
 

J
士
一
 
ー

で
⑤
 

ま
す
の
で
、
電
話
の
取
り
付
け

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

い
ま
申
し
込
ま
れ
ま
す
と
、
 

明
年

一
月
頃
に
は
取
り
付
け
で

き
る
予
定
で
す
。
 

△
申
込
み
手
続
き
は
 

電
報
電
話
局
の
窓
口
に
申
込
 

重
点
に
、
 
「秋
の
防
犯
運
動
」
 

を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

と
く
に
、
こ
と
し
は
自
転
車

の
盗
難
が
激
増
し
、
県
内
で
の

一
月
ー
七
月
末
ま
で
の
発
生
を

昨
年
同
期
に
比
較
す
る
と
 

四
十
九
年
 
九
二
五
件
 

五
十
年
 

一
、
一
五
九
件

と
、
二
百
三
十
四
件
の
増
加
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
五
所
川
原

警
察
署
管
内
で
も
、
八
月
末
で

四
十
九
年
 
五
三
件
 

五
十
年
 
九

一
件
 

と
三
十
八
件
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
自
転
車
盗
難
の
ほ
と
ん
ど
 
 

書
を
提
出
す
る
だ
け
で
簡
単
に

で
き
ま
す
。
遠
方
の
か
た
は
、
 

電
話
で
も
受
け
付
け
い
た
し
ま

す
の
で
、
近
く
の
電
話
柱
の
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

△
必
要
な
費
用
 

電
話
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
 

加
入
料
三
百
円
、
設
備
料
五
万

円
、
債
券
十
二
万
円
、
合
計
十

七
万
三
百
円
か
か
り
ま
す
。
 

た
だ
し
、
つ
ご
う
で
債
券
を

売
却
さ
れ
る
場
合
は
、
実
質
負

担
額
六
万
円
程
度
で
す
む
方
法

も
あ
り
ま
す
。
 

（五
所
川
原
電
報
電
話
局
）
 

は
、
カ
ギ
を
か
け
な
い
で
路
上

に
放
置
し
被
害
に
あ
っ
て
い
ま

す
。
 

自
転
車
の
盗
難
を
防
ぐ
に
は

①
必
ず
カ
ギ
を
か
け
る
こ
と

②
路
上
に
放
置
し
な
い
こ
と

に
注
意
し
、
被
害
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

不
幸
に
し
て
盗
難
に
あ
っ
た

場
合
で
も
、
早
期
に
発
見
す
る

た
め
、
も
よ
り
の
自
転
車
店
で

車
籍
登
録
を
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
・フ
。
 

（五
所
川
原
警
察
署
）
 

郵
便
貯
金
は
、
 

明
治
八
年
五
月

一日
か
ら
取
り

扱
い
を
開
始
し
、
 

こ
と
し
で
ち
ょ

う
ど
百
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
の

世
紀
に
わ
た

り
、
国
民
の
経

済
生
活
の
安
定

と
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
と

と
も
に
そ
の
貯

金
高
は
、
二
十

二
兆
円
を
こ
え

ま
し
た
。
 

ひ
と
口
に
二
十
二
兆
円
と
い

い
ま
す
が
、
 一
万
円
札
で
積
み

重
ね
る
と
富
士
山
e
高
さ
の
五
 

1
、
観
光
等
の
安
易
な
出
稼
は
、
 

問
題
発
生
の
根
源
に
な
り
ま
す
。
 

2
、
不
況
時
に
は
、
悪
質
手
配

師
の
暗
躍
が
活
発
に
な
る
の
で
 
 

十
倍
に
も
な
り
ま
す
。
 

こ
の
、
郵
便
貯
金
と
し
て
預

け
ら
れ
た
お
金
は
、
各
方
面
に

融
資
さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
暮
し

に
関
係
の
深
い
住
宅
、
新
し

学
校
、
病
院
の
建
設
、
ゴ
ミ

理
場
、
道
路
、
生
活
環
境
の
艶

備
な
ど
、
公
共
施
設
や
住
み
よ

い
社
会
の
建
設
の
た
め
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。
 

郵
政
省
で
は
、
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
、
十
月
一
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
の

ー
カ
月
間
を
 

「豊
か
な
く
ら
し
と
 
住
み
よ

い
社
会
を

つ
く
る
 
郵
便
貯
金

月
問
」
 
と
して
、
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
 

（五
所
川
原
郵
便
局
）
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甘
言
に
乗
ら
な
い
よ
う
注
意
し

必
ず
公
共
職
業
安
定
所
を

通
じ

適
職
就
労
す
る
。
 

と
く
に
、
建
設
業
の
場
合
い
 
 

孫
請
事
業
所
等
の
夜
逃
げ
や
、
 

賃
金
不
払
等
の
問
題
が
急
激
に

ふ
え
て
い
ま
す
。
 

3
、
例
年
就
労
し
て
い
る
か
ら

確
認
す
る
必
要
が
な
い
、
あ
る

い
は
、
職
場
を
決
め
な

い
ま
ま

行
っ
た
ら
ど
う
に
か
な
る
と
い

う
安
易
な
行
動
は
厳
に
慎
し
む
。
 

4
、
グ
ル
ー
プ
で
下
請
負
事
業

を
し
、
行
詰
ま
り
な
ど
か
ら
世

話
役
、
リ
ー
ダ
ー
が
行
方
不
明

等
の
ま
ま
賃
金
不
払
い
等
の
問

題
の
解
決
困
難
を
き
た
し
て
い

る
事
例
が
非
常
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
 

グ
ル
ー
プ
で
の
下
請
負
事
業

は
、
不
況
情
勢
下
で
は
危
険
行

為
と
思
わ
れ
る
の
で
注
意
す
る
 

5
、
製
造
業
関
係
の
求
人
が
減

少
し
た
こ
と
に
伴
い
、
新
規
に

建
設
業
関
係
に
就
労
す
る
出
稼

労
働
者
は
、
と
く
に
安
全
管
理

等
に
十
分
気
を

つ
け
る
。
 

6
、
就
労
前
に
健
康
診
断
を
受

け
、
健
全
な
身
体
で
出
稼
ぎ
す

る
。
 

7
、
求
職
申
込
み
は
、
稲
刈
り

前
等
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に

公
共
職
業
安
定
所
に
す
る
よ
う

に
す
る
。
 

ー
電
話
、
大
半
の
地
域
が
架
設
へ

ー
 

お
申

込

み
は
早

め
に
ー

ー
 

自
転
車
の
盗
難
防
止
と
 

車

籍
登

録

に
協

力

を
 

「
 
瑚議
籍

議
欧
レ
 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご

協
力
願
い
ま

す
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